
１、ホームページの

　　　現状・傾向を知る
(1)ホームページの概要

　ホームページの現状を知るため

に、1996年1月17日～23日（7日間）

で第二回の調査を行なった（方法の

詳細は第一回調査の報告、市川他、

1995を参照）。日本全国の小中高校

で公開しているホームページをイン

ターネット上で検索し、発信内容を

調べる目的ですべてのホームページ

に目を通した。

　各学校で公開されているホームペ

ージの所在を知るために、大阪教育

大学の「インターネットと教育(htt

p://www.osaka-kyoiku.ac.jp/educ/)、

佐野昭一氏による「日本の全学校の

リスト」（http://www.csj.co.jp/R/vu/j

pnunij. html）の２つのリストと、S

ONYのWAVE Search(http://www1.so

ny.co.jp/InfoPlaza/WAVESearch/)とい

う検索を利用した。特に、大阪教育

大学のものは、ページの充実度、更

新の頻度からみても、筆者の一番の

おすすめである（図1参照）。

今回の調査で発見した学校の97％を

網羅していた。

　検索の結果、ホームページは全部

で251件見つかった。その校種別内

訳は、図2の通りである。前回95年8

月の調査（市川他、1995）の時点で

は98件、発表直前（95年11月）の件

数のみの調査では、181件であった

から、計算すると実に1日1件の割合

で増加していたことになる。251件

のうち、100校プロジェクト参加校

が92件あった。

　ホームページの設置方法、日本語

と英語の情報提供、責任者の提示の

有無、更新日についての調査結果を

図3から図6に示しておく。

WWWホームページはどのように設計したらよいか？
　　　　～小中高ホームページの現状調査・分析からの提案～

　小中高のホームページは、去年からかなりのハイペースで

増加を続けている。ここまで増えたホームページには、いっ

たい何が書かれているのか？そして何の役に立つのか…？　

小中高ホームページの現状調査・分析を通して、ホームペー

ジを設計するにはどうしたらよいか提案する。
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図1　大阪教育大学「インターネットと教育」

　今回の調査の97％をカバーする

　　　おすすめリスト

図2　小中高ホームページの件数推移

　異なる校種にまたがる学校に関しては、例えば中学高等学校は高校

扱いというように、一番上の課程に所属する学校とみなした。
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(2)発信内容の調査

　図7の東北学院中学高等学校（htt

p://www.jhs.tohoku-gakuin.ac.jp）の

ホームページを例に、発信内容の調

査方法を具体的に述べる。発信内容

は、ホームページのリンクをたどり

ながら、あらかじめ用意したカテゴ

リ表に照らし合わせて分類した。

　例えば、学校の全景写真からスタ

ートする第一画面には、発信内容が

リストされている（図7左上）。そ

の中の「学校案内」を選ぶと、「校

長挨拶」や「建学の精神」などのリ

ンクがあった（図7右上）。「校長

挨拶」をクリックすると、校長先生

による挨拶があり、そこでリンクは

なくなっていた（図7右下）。これ

は、カテゴリ「学校紹介」という項

目に該当するので、このホームペー

ジの情報内容の１つとしてチェック

した。また、学校案内の下にある

「日本のWWWサーバー一覧」のリ

ンク先は、まったく別のサイトから

公開されているホームページだった

ので、そこから先へは進まず、「リ

ンク」の項目としてチェックした

（図7左上）。
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図3　ホームページをどこから立ち上げているのか

　独自でたちあげているところは、だいたい100校か

付属校であった。

図4　責任者の提示はされているか

　責任者の提示は、ホームページには最も欠かせない

ことである。高校だけが若干少ない。

図5　更新日から何日たっているか

　更新日表示なしが目立つ。

図6　どんな言語を使用しているか

　英語は、海外の人たちに見てもらいたいなら用意す

る必要がある。教育課程が上になるに連れて英語が増

えていくようである。

図7　東北学院中学高等学校のホームページ
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　このようにここで言うホームページ

とは、「他サイトに行かない範囲の、

すべてのリンク先を含むもの」とし、

それが今回の各ホームページの調査範

囲であった。

　発信内容のカテゴリ分類の結果を図8

に示す。以下、発信内容の特徴を学校

レベル、授業レベル、その他に分けて

紹介する。

(3)学校レベルの発信内容（図8-1）

●学校の形式的な紹介をまとめたカテ

ゴリ「学校紹介」には、概要、特色、

挨拶、校歌、校章、歴史、教育方針、

教育目標、校訓、風景などの内容が見

られた。これらは、学校要覧などから

手軽に情報を引っぱってこられるもの

である。どの校種においても７割以上

のホームページに含まれていた。挨拶

と校歌については、音声で提供されて

いるのもあった。校章や風景はほとん

どが画像による紹介であった。マルテ

ィメディア素材を自由に組み合わせる

ことができるWWWの特徴を生かして

いる。

●さらに詳しく学校の中身について紹

介していたものを、「学校の内容」と

してまとめた。その中には、組織、施

設、校内図、所在地、カリキュラム、

進路、卒業生、人数、教職員紹介、児

童生徒紹介、制服、図書などが含まれ

た。

　進路は、受験を考えている人にとっ

ては参考となる情報だろう。また、校

内図や所在地などは、直接学校に訪ね

てくる人たちの案内となる。図書は、

図書館などが運営するページで、おす

すめ本などを紹介していた。これらの

カテゴリは、あまり面識のない人と交

流する際に、自分たちのことを知って

もらうのによい。グラフを見ると、高

校が最も得意とする分野であった。

●主にイベントや研究会などのお知ら

せを発信していたものを「アナウン

ス」としてまとめた。学校の宣伝をし

ている例や、学校のできごとを伝えた

り、新聞、お便りなどの形でニュース

を発信しているものもあった。

●学校周辺の地域について紹介してい

るものを、「地域情報」とした。県、

市の情報や観光、特産品などの紹介の

例として、旭川市凌雲高等学校の旭川

の紹介は超大作である。観光に行く人

たちにとっては、かなり有益な情報と

なるだろう。

また、震災にあった現地の模様や、体

験が書かれていたものとして神戸商業

高等学校などがの例がある。

(4)授業レベルの発信内容（図8-2）

●学校で行なっていることなどを紹介

していたものは、「子どもの活動」と

してまとめた。内容は、行事、プロジ

ェクト、授業実践、とりくみ、海外交

流、生活であった。授業実践の紹介

は、同じことをしようとしている他の

先生方の参考になるだろう。例えば、

環境教育の実践例を東中学校（愛媛

県）が載せていた。また、海外交流の

例として、赤塚山高等学校（兵庫県）

は日本の紹介、自分の意見など、海外

交流を前提にしたページづくりをして

いた。プロジェクトには概要を紹介す

るだけでなく、実際に得たデータを記

録している例もあった。例えば、ネッ

トワーク上の共同プロジェクトである

酸性雨プロジェクトは、広島大学附属

福山中学・高等学校などがお互いの観

測データを載せていた。また、とりく

みでは、前橋市立第四中学校がインタ

ーネット上で核実験などのアンケート

をとった結果を報告していた。

●学級のレベルで、先生が子どもたち

とともに作るページを、「クラス」と

してまとめた。学級ごと、教科ごとの

ページがあった。千葉大学教育学部附

属中学校では、テーマを決めて意見を

交換する学校間交流の拠点として使っ

ている。このカテゴリは、小学校が非

常に得意としている分野である。

●生徒会の活動などを紹介していたも

のを、「生徒会」としてまとめた。内

容は、生徒会活動、クラブ活動、委員

会があり、実際の活動の様子などを紹

介していた。クラブ活動の紹介は、他

校のクラブとの交流のきっかけとなる

かもしれない。また、クラブ紹介や一

覧だけでなく、クラブが自分たちでペ

ージを作っているところも見かけた

（例えば、新宿山吹高等学校）。グラ

フをみると、教育課程が上になるにし

たがって、増えていく。
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図8-1　カテゴリ分類の結果（学校レベルの発信内容）

図8-2　カテゴリ分類の結果（授業レベルの発信内容）
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●子どもたちが作った作品を紹介して

いるものをまとめて、「作品」とし

た。

子どもたちの絵やCGなどの作品をのせ

て紹介している例や、教材や学習の資

料として使えそうなデジタル画像資料

集がある。平野小学校（滋賀県）の琵

琶湖の図鑑シリーズが大変素晴しかっ

た。このカテゴリは、高校より小・中

学校が得意としている分野であった。

●インターネットで子どもが情報を収

集する際の手助けとなる項目を、「ガ

イド」とした。インターネット上に散

らばったリソースをまとめたリンク集

や、インターネットの使い方を教える

ページなどがあった。例えば、教科に

関係するガイドとして、和歌山大学付

属中の「情報収集の部屋」や、福島県

葛尾中学校の「インターネット理科の

部屋」などがある。インターネットの

情報量が多すぎるだけに、情報への道

しるべは大切である。子どもたちがW

WWをまわるときのガイドとなる。

(5)その他の発信内容（図8-3）

●個人的に自分のページをもって情報

を発信していたものを、「プライベー

ト」とした。教員、子ども、管理者の

例が含まれる。個人的に自由にできる

ページであるから、自分の思ったこと

を自由に発信しているようであった。

●ホームページの中で、新しく加わっ

た情報について紹介している部分が

あった。これを「新着情報」とした。

ホームページの最新情報のみを集めた

ページを用意する方法と、最新情報に

マークで印をつける方法（図9参照）が

見られた。再度来てくれた人が、ホー

ムページの中の新しい情報をいちいち

探す必要がないようにしてあげるため

のものであり、非常に親切である。そ

のまま「新着情報ページ」の内容をど

んどん蓄積していくと、ホームページ

の歩みの記録としても使える。本町小

学校（神奈川県）はそのよい例であ

る。

●他サイトへリンクをはっているもの

を、「リンク」としてまとめた。おす

すめのホームページ紹介、プロジェク

ト相互のリンク、地域の関連ホームペ

ージ、関連学校とのリンクなどの他

に、自分が所属しているプロバイダの

ホームへのリンクも見られた。リンク

を数多くはりめぐらせているホームペ

ージも多く、まさにWWW（世界規模

のくもの巣状態）になっている。

●意見感想などを入力する場所を備え

てあるホームページは、「返信」に分

類した。返信方法としてはアンケート

と掲示板があった。アンケートは、ホ

ームページを見に来た人たちからコメ

ントを得る手段である。電子メールの

アドレスを書いておくのとは違い、気

軽に入力できる選択肢などを用意する

ことにより返信をもらいやすくしてい

る。掲示板は、入力したと同時にペー

ジに記録され、誰もが読めるようにな

るシステムである。例えば、東北学院

中学高等学校のページにある掲示板を

図10に示しておく。

●上記のカテゴリのどれにも入らない

ものを「その他」とした。「その他」

に入ったものは、質の善し悪しにかか

わらずユニークなものである。他には

ない自分のところだけのものを設ける

のは、見に来た人にとって関心を引く

ものである。自分の学校にしかできな

いようなことを考えてみるとよいだろ

う。しかし、その他にこだわらなくて

も、カテゴリには該当するが、自分た

ちにしかできない内容もあるはずであ

る。

２、ホームページの

　　　内容を設計する
　では、結果を見たところで、いよい

よ内容について考えていこう。

(1)ホームページの一般型

　カテゴリの件数の中で多いものをホ

ームページの一般型とすれば、単純に

カテゴリとその中の内容を示す項目の

それぞれ多い順ベスト5を組み合わせれ

ばよい。全体の一般型としては、「学

校紹介」では概要と歴史、「学校の内

容」、「活動」では行事とクラブ、

「リンク」、「地域情報」となる。一

般型に入るカテゴリに関しては、最低

限必要な情報として用意しておいた方

がいい。多くのホームページが使って

いるということは、紹介しやすい、役

に立つなど何かしらの利点があると　
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図8-3　カテゴリ分類の結果（その他の発信内容）

図9　新着情報をマークで示している例

　（富山県大門高等学校の

　　　ホームページより）

図10　掲示板による返信の受付

　（東北学院中学高等学校の

　　　　ホームページより）
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　考えられるからである。同様にし

て、校種別に一般型を考えてみると、

小学校は図11のようになる。小学校の

特徴としては、「学級」と、「とりく

み」に重点をおき、子どもの発想で自

由に表現したものをみんなに見てもら

うのがよい。

　次に、中学校をみると、「学校紹

介」の概要、「活動」の行事、「リン

ク」に加えて、子どもによる作品やク

ラブ活動での成果を発信する例が特徴

的である。高校は、「学校紹介」の歴

史、「学校の内容」の組織、「活動」

の行事、「生徒会」のクラブにウエイ

トがおかれ、「組織」（学科構成な

ど）の紹介がでてきている。小学校

は、学校紹介よりも自分たちの「とり

くみ」を紹介する傾向があるのに対

し、高校では学校自体の紹介を基本と

して発信されている。中学校はその中

間的な存在というイメージである。

　「良い」ホームページをつくるに

は、使われ方＋ユニーク＋一般型とい

う３つの観点から考えてみることであ

る。一般型を参考にホームページの骨

格を決める。何に使うためにホームペ

ージをつくるのかを考え、用途に応じ

た内容を盛り込む。そして、オリジナ

リティを出すために、何かユニークな

ものを加えるとよい。

　誰のための発信なのかを考えると、

おのずと自分のページをどのようにす

べきかが見えてくる。例えば、交流を

しようと思っているなら、その交流相

手のことを考えてみる。もし相手が小

学生なら、漢字は使わないようにする

など、受信者のことを考えることが大

切である。

(2)ホームページ作成の留意点

　内容を考える上で注意して欲しいこ

とが２つある。

　まずは、著作権の問題である。他の

本からスキャナーでとってくるなど、

とにかくコピーするのは控えた方がい

い。なるべく自分で作ること。自分で

作ったものなら誰も文句は言わない。

それが難しいのなら、相手先に確認し

てみることである。例えば、地元の情

報などは、著作権の了解をとって載せ

ていると明記してあるところが結構

あった。フリーのイラスト集なども多

く出ているので、それらを利用するの

も有効な手である。

　また、個人の情報をどこまで載せる

かというプライバシーに関する問題も

ある。子どもたちの紹介のページを作

るのはいいが、そこに写真や名前を載

せるときは一考してほしい。悪用され

ないとも限らないからである。E-mailア

ドレスならどんなにのせても構わない

だろうが、個人の電話番号や住所はや

めておいた方がいい。例えば、グルー

プ名、イニシャル、下の名前だけなど

にしているところがあった。

　ホームページは世界に開かれた窓で

ある。著作権やプライバシーの問題に

十分注意しながらホームページを作る

必要がある。

図11　小学校ホームページの一般型

図12　小学校ホームページ（図11）のHTMLファイル

<HTML>    …HTMLの文書であることを示す

<HEAD>

<TITLE>IMETS elementary school</TITLE>         …ウインドウに出るタイトルをつける

</HEAD>

<BODY>        …本文始まりを示す。ーーーー網かけ部分は最低限必要なものーーーー

</BODY>        …本文終わりを示す

</HTML>            …HTMLの終わり

<IMG SRC="imet.gif">  　　　　      …imet.gifというファイル名のイメージを取り込む

<P>     …1行空ける

<H2>わたしたちのIMETS小学校を紹介します</H2>         …大きさが2のみだしとする

<HR> 　　    …区切り線を引く

<UL> 　 …リストをつくる、以下<LI>がリストの項目となる

<LI><A HREF="/intro.html">学校紹介（概要）</A>   　　     …リンクをはる

<LI><A HREF="/contents.html">学校の内容</A>

<LI>学校の活動紹介

　<A HREF="/torikumi.html">学校でのとりくみ</A>、

　<A HREF="/event.html">行事</A>

<LI><A HREF="/class.html">クラス「学級の部屋」へ</A><IMG SRC="new.gif">

</UL>  …リスト終了

<!--　ここはコメント文　--> …<!--̃-->で囲まれた部分はコメントとして無視される

<HR><A HREF="http://imets.ac.jp/">IMETS大学へ</A><HR>

<CENTER> 　    …センタリング開始

<I>Last modified 25.Janualy 96</I><BR> 　　　　　   …改行する

<B>master@elementary.imets.ac.jp</B>

</CENTER> 　   …センタリング終了

</BODY>        …本文終わりを示す

</HTML>            …HTMLの終わり

5



３、HTML化する
　内容を考えたら、あとはホームペー

ジとして作っていくだけである。しか

し、ホームページはただ文字を書い

て、絵を貼っていくだけでは作れな

い。HTMLという文法に従って書かな

ければならないのである。

(1)HTMLって何？

　HTMLとはHyper Text Markup Languag

eの略語である。Hyper Text（ハイパー

テキスト）というのは、関連する話題

などを扱った他のページへジャンプす

るボタンを用意することができる構造

のこと。このようにしてページとペー

ジをつなぐことをリンクするという。

つなぐのは別に海外の他のページとで

も良く、こうやってWWWが広がって

いる。図11のページを再び見てもらお

う。このページはいくつかの部品でで

きている。ウインドウの名前として表

示されるページタイトル、本文の最初

の学校名のグラフィック、ようこその

文字、リンク先のリスト、新着情報を

示す「New」のグラフィック、更新日

と管理者名などである。

　このホームページを表示させるに

は、HTMLを使って図12のように部品1

つ1つについて記述しなければならな

い。なんだかややっこしいようなイメ

ージを受けるがそんなことはない。HT

MLの文法規則はいたって簡単である。

HTMLのファイルはただのテキストフ

ァイルなので、使い慣れたワープロや

エディタで書くことができる。

　HTML形式で書かれたテキストファ

イルは、インターネットを介して通信

され、それを読み取り画面に表示させ

るブラウザソフトによって解読・表示

される。ホームページを立ち上げてお

けば、世界のどこからでも求めに応じ

て情報発信が出来て、それをどの機種

のコンピュータでも表示させることが

できるのは、HTMLという統一形式と

それを読み取れるブラウザソフトが存

在するからなのである。

（2）HTMLの機能

　図12を見るとわかるとおり、HTML

にはタグといって、「<」から「>」で

囲まれた部分がある。この部分がHTM

Lの命令の部分である。

　タグは基本的に2つのタイプがあり、

<…>～</…>という形で～部分に命令の

効力をもつものと、<…>のみでそこだ

けで命令を実行するものがある。タグ

は入れ子が可能であり、また必ず半角

で書かないと認識されないので注意す

る。

　今のところ、HTMLには表現能力に

かなり制限がある。どのような機能が

あるのかを図13に示しておく。標準的

なワープロの文字装飾やレイアウト機

能に加えて、簡単な表作成と画像の貼

り込みができる程度と考えておけばい

い。

　HTMLの最大の特徴は、他のページ

へのリンク指定である。ここをクリッ

クされたらどこのページに移動するか

を<A HREF=“　“>で指定する。クリッ

クする箇所は文章の一部でも画像でも

よい。これだけで、自分のページを世

界のどのページともリンクすることが

できるのである。HTMLにもいくつか

のバージョンがあり、さらにブラウザ

ソフトごとに独自の拡張命令があるた

め、必ずしも通信先で見る画面が自分

が作った時と同じとは限らない。相手

が、画面の横幅をどの長さにしている

かでも、レイアウトが変わってしま

う。

(3)HTMLをマスターするには

　HTMLを知りたいとき、参考書はた

くさん出ている。しかし、HTMLの基

本を知ってしまえば、参考書はそこら

中にころがっている。それは、他の人

のホームページである。ホームページ

をそっくりマネするのはだめだが、HT

MLの使い方ぐらい見るなら大丈夫。ど

んどん参考にしよう。

　実際にホームページのHTMLが見た

いときには、Netscape では「View」メ

ニューの「Source」を選ぶと見ることが

できる。HTMLの中身と実際に表示さ

れたページを見くらべて、実現したい

部分のHTMLをコピー＆ペーストする

とよい。

　次の手段はインターネット上に公開

されているオンラインマニュアルを参

照することである。「ネットのことは

ネットに聞け」と言う。インターネッ

トのことで不明な点について、インタ

ーネット上で解決できるようになれば

立派な「初級者」の仲間入りだとも言

われている。HTMLについてのオンラ

インマニュアルのおすすめは、慶応湘

南キャンパスのWWWmanuals（http://w

ww.sfc.keio. ac.jp/Manual/HTML/）にあ

る。また、HTMLの命令タグを覚えて

いなくてもボタン操作で記述できるよ

うにする支援エディタもネット上に

続々登場している。清水誠氏のページ

（http://awa.a-web.co.jp/̃mak/ ）が詳し

い情報源になる。やっぱり本で勉強し

たいという人には、吉村他(1995)をすす

めておこう。また、CD-ROMでの勉強

をお望みの方には、『楽チン、ホーム

ページの作り方』（マコス）がいい。

ホームページの基礎から知って得する

裏ワザまで、音声解説と具体例での説

明がとてもありがたい。

図13　HTMLの基本機能一覧

文字の装飾

　●文字サイズの変更

　　見出し<Hn>̃</Hn>、nは1̃6の数値。数字が小さいほど文字が大きくなる。

　　<FONT SIZE＝”n”>̃</FONT>（N）、nはフォント数がはいる。

　●文字スタイルの変更

　　太字<B>̃</B>、斜体<I>̃</I>、等幅<TT>̃</TT>、

　　点滅<BLINK>̃</BLINK>（N）、

レイアウト

　●改行<BR>、1行空ける<P>、ソースの改行がそのまま影響<PRE>̃</PRE>

　　字下げ<BLOCKQUOTE>̃</BLOCKQUOTE>、

　　センタリング<CENTER>̃</CENTER>（N）

　●リストをつくる<LI>

　　番号なし<UL>̃</UL>

あり<OL>̃</OL>

定義型<DL>̃</DL>の3種類

　●表を作る<TABLE>̃</TABLE>

<TH>̃</TH>表のみだし、<TD>̃</TD>セル、<TR>̃</TR>列

　●区切り線を引く<HR>

●画像をはる<IMG SRC=“画像ファイル”>

他のページとつなぐ

　●リンクをはる<A HREF=“URL or　FILE名”>リンク元のボタン名</A>

　　（音声、動画の表示にもリンクを使う）

注、（N）マークがついたものは、Netscapeブラウザ独自の拡張で、他のブラウ

　　ザではうまく表示されないこともある。
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(4)HTML抜きでホームページを作る日

　いままで解説してきたHTML、そん

なに難しくないといっても、やはり覚

えるのは辛いことである。これが大人

ならまだしも、子どもたちに教えると

なるとさらに大変である。

　筆者が特に注目しているのは、WYSI

WYGなワープロ環境で普通にホームペ

ージをデザインして、それをHTMLに

翻訳してくれるHTML翻訳エディタと

呼ばれるもの。ホームページをつくる

ほとんどの過程（画像を貼る

、リンクをする）でHTMLを意識させ

ないエディタも登場してきている。こ

れなら、教員の方々だけでなく、子ど

もたちが簡単にホームページを作れる

だろう。筆者も最近話題のAdobe PageM

illというエディタを使ってみた。現在

は英語のみに対応であったが、それで

もワープロとほぼ同じ感覚でホームペ

ージを作っていくことができた。HTM

Lを知らなくてもホームページを作れる

ようになる日が近い（？）かもしれな

い。

４、おわりに
　ホームページの設計について、内容

にウエイトをおいて話を進めてきた

が、それには理由がある。HTMLを知

らなくてもエディタでホームページが

作れる日が近づいている。一方でHTM

Lには、かなり表現の限界があるという

こともわかっていただけたと思う（最

近は、一部のブラウザソフトでかなり

いろいろなことができるようになって

きたが）。

　そこで、ホームページの内容を充実

させることが、一番重要になってく

る。

ホームページを使って何ができるの

か、何がしたいのかを考えてみること

が、必要な時期ではないだろうか。最

後に、それではじっくりとホームペー

ジ設計の基礎から学んでみたいと思わ

れた読者のために、ホーン(1991)、シュ

ナイダーマン(1993)を読んでみることを

おすすめしたい。　
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＜用語解説＞

ハイパーテキスト：ある場所から、そ

の関連する項目をつなげ、行き来でき

るようにすること。従来のテキストは

流れが一方向であったのに対し、関連

項目へ飛んだりと相互参照型の構造で

ある。

リンク：ページとページを論理的につ

なげること。あるページから他のペー

ジへジャンプするボタンを用意するこ

と。

WWW：World Wide Webの略語。世界

中の情報をハイパーテキストベースで

検索していくインターネット上のサー

ビス。

ブラウザ：WWW上で公開されている

情報（ホームページ）を見てまわるた

めのソフトウエア。WWWだけでな

く、他のインターネットサービスも見

れるよう、サポートしている。Netscape

とMosaicが有名である。

ホームページ：ある場所から、WWW

上で見るために発信されている情報。

以前は、公開されているページの一番

先頭の部分を指したが、今は、ページ

全体をまとめてそう呼ようになってき

た。

ページ： WWWでは、情報公開の最小

単位。１ページは、ブラウザでスクロ

ールできる範囲。ホームページを構成

する要素である。だいたいhtmlファイ

ル１つ分である。

HTML：Hyper Text Markup Languageの

略語。ホームページを書くための言語

である。

サーバ：情報を発信しているコンピュ

ータのこと。ちなみに情報を受け取る

コンピュータをクライアントと呼ぶ。

サイト：サーバとかなり近い意味で使

われるが、情報の発信場所という意味

あいが強い。自分の作ったホームペー

ジの適応範囲。

URL：Uniform Resorce Locatorの略語。

ホームページのあるところを示す住所

のようなもの。ホームページのURLはht

tp://で始まる。簡単にアドレスとも言う

時がある。

100校プロジェクト：文部省と通産省に

よる通信環境提供プロジェクトの略

称。平成7、8年度、サーバを貸与し、

通信回線料を提供して、インターネッ

トの教育利用を試みている。
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